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■キーワード

華南経済圏､港湾物流､広東省､深別港

1978年の中国の改革 ･開放政策により､中国

の南部沿海都市広東省 ･福建省 ･海南省､いわゆ

る華南地域は､市場経済のモデル地域に指定され

た｡深別 ･珠海 ･油頭が ｢経済特別区｣に､広東

省の省都広州が ｢沿海開放都市｣に指定され､海

南省が広東省から分離して経済持区となった｡経

済持区は外資に優遇措置を与えたため､この地域

は､香港 ･台湾及び襖門経由のさまざまな外資と

中国の安価な労働力 ･原材料が結びつき､製造業

をはじめとし､経済が急成長している｡華南地域

の経済発展は中国高度成長の起爆剤の役を果たし

た｡この地域は､香港 ･台湾及び漢門との関連が

強いため､近年は1つの局地経済圏として､今後

の中国の進路に大きな影響を与えるほどに注目を

集めている｡

経済や産業が発展していくと､産業構成が第1

次産業から第2次産業､第2次産業から第3次産業

へ､就業人口の割合や国民所得に占める割合がシ

フトしていくというペティ-クラークの法則は知

られているO華南経済圏においても､この法則は

同様である｡このうち､第3次産業に属する物流

というモノを流通させるプロセスがなければ､華

南経済の根本となる貿易という作業も行われな

い｡また､製造企業の活動がグローバル化するこ

とに伴い､その企業の中にはグローバル ･ロジス

ティックスやサプライチェーン･マネジメントと

いった戦略を採用するところも多い｡これらの戦

略は物流との関係が深く関わっている｡そのため､

物流産業の発展は製造業の発展､特に海外進出と

大きな関係がある｡その意味において､物流産業

は､華南の経済発展に最も重要な第3次産業の1

つと言っても過言ではない｡

一方､港湾は､国内外の港湾と連結して物資の

物流基地としての機能を果たしている｡その周辺

には生産基地が立地し､背後地には巨大な消費地

を抱えている｡港湾内には多様な機能を果たして

いる港湾産業､具体的には港湾運送事業･倉庫業･

通関業及び海運業など多数の企業体が存在して､

円滑な港湾物流の実現に大きく貢献している｡ま

た､港湾は貿易運送における主要運送形態として
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の海上運送と陸上運送を連結させる結節点であり､

経済的文化的効用をもたらす特定空間と位置付け

られ､流通活動の場 ･産業活動の場及び都市活動

の場として多様な機能を果たしている｡このため､

港湾は､物流産業に欠かせない非常に重要な要素

である｡現在､中国では3つの巨大な港湾群が形

成しており､それらは､(∋上海を中央に､江蘇省･

漸江省を両翼とする ｢上海国際航運センター｣の
建設を基礎として､上海 ･寧波両港を主とする長

江デルタと東南沿海地域､⑦ ｢香港国際航運セン

ター｣の発展を基礎として､香港 ･広州 ･深別の

3港を主体とする華南地域､③北東アジアの重要

な ｢国際航運センター｣の建設を基礎として､大

連 ･天津 ･青島3港を主体とする環潮海地域等で

ある｡特に華南地域では､経済の躍進により､抜

群の国際競争力のある中国製品の輸出と､それを

支える資材 ･部品の輸入によるコンテナ取扱量の

年30%を超えるほど､猛烈に伸びでいる｡この

うち､広東省にある深別港が世界第4のコンテナ

港となっており､2006年の貨物取扱量はコンテ

ナ1,800万TEUを突破し､貨物取扱量は1.76億 ト

ンに達している｡

しかし､中国の物流業は先進国に比べて非常に

立ち遅れているものであり､産業としての中国の

物流業は､まだスタートした段階にある｡沿岸部

を中心にした経済の躍進に伴う港湾物流の激増は､

設備的な対応もさることながら､多岐に渡る複雑

な輸入輸出業務 .船舶管理 ･荷役管理 ･ヤード管

理 ･倉庫管理 ･運送管理などの業務と､これら仕

事を同時に総合的に処理するシステムの構築 ･運

用などの面で､様々な問題が顕在化している｡

本論文は､中国の南部沿海都市広東省･福建省･

海南省 ･香港 ･襖門及び台湾いわゆる華南経済圏

の物流事情について考察し､特に港湾物流の視点

からこの地域の物流産業の現状を明らかにするも

のである｡また､広東省深別港に視点を置き､深

別港の現況 ･管理 ･運営 ･発展戦略及び今後の課

題についても論述する｡

以上の問題意識を基に､本論文は5章で構成 し､

次のように展開する｡第 Ⅰ章では､現在中国の

GDPの三分の一にも相当して急成長する華南経
済圏を対象とし､その形成 ･産業構造などに視点

を置き､華南経済圏の物流事情を理解するため華

南経済の全体な状況を把握し､華南経済の将来性

について論述する｡

第Ⅱ章では､華南経済圏の中量も経済成長の勢い

を見せている広東省に視点を置き､広東省が外資

投資のよる経済発展システム､貿易状況及び産業

構造について検討し､広東省の経済全体像を明ら

かにする｡広東省は外資投資によって経済が発展

し､莫大な量の原材料 ･製品の輸出入が行って貿

易の発展を推進することよって､港湾物流が成長

している｡

第Ⅲ章では､華南経済圏全体的な物流市場の概

況を明らかにした上で､広東省 ･香港 ･福建省 ･

海南省 ･台湾 ･襖門の順で港湾を中心として､各

地区別に物流現状や拡大する物流ニーズに応じる

インフラ整備について考察する｡また､地区毎に

抱えている物流に関する問題点ついても論述する｡

第nJ章では､広東省に視点を絞って､広東省の港

湾物流について考察する｡本章は､広東省の港湾

概況及び主要港の広州 ･深別 ･珠海 ･油頭 ･湛江

に関して論述するものである｡

第Ⅴ章では､急成長する深酬港の現状 ･管理 ･運

営などについて考察し､深酬港の今後の発展する

中に存在する課題を論究する｡
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